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Green Table 2017



「緑のテーブル」は、ドイツ表現主義舞踊の権威クルト・ヨース振付により1932
年に発表された現代舞踊史の原点に立つと言われている作品です。同作品は
当時のナチス台頭に対する強いメッセージ性をもち、「反戦バレエ」とも呼ばれ
戦後、現代バレエの古典として世界各地で数多く再演されてきました。
『緑のテーブル2017』は、激動の歴史に深く関わったこの作品からインスピレー
ションを得て、原作の振付や音楽を一切使わずに新たに創作されました。
創作の目的は、原作振付の再現ではなく、これほど長く再演を続けてきた作品
の「命」を考え、未来への舞踊について考えることにありました。
このたび2018年度愛知県芸術劇場〈ミニセレ〉シリーズの第一弾として上演い
たします。
現代の日本で生まれた作品『緑のテーブル2017』は、今を生きるわたしたちに、
観てもらいたい舞踊作品です。

2018年4月7日［土］19:00開演 / 8日［日］14:00開演
会場＝愛知県芸術劇場 小ホール ※開場は開演の15分前/上演時間＝約60分

関連企画

•トークイベント
「ドイツ表現主義と緑のテーブル」

2018年3月20日［火］ 19:00–20:30　
会場＝愛知芸術文化センターB２Fアートプ
ラザ内ビデオルーム
パネラー＝岡登志子、新野守広（立教大学教
授）、唐津絵理（愛知県芸術劇場）
参加費＝無料（先着50名）
申込み＝ws8@aaf.or.jp 

•岡登志子ダンスワークショップ in愛知
2018年4月5日［木］ 14:00–16:30
会場＝愛知県芸術劇場 小ホール
参加費＝3,000円 ※『緑のテーブル2017』観覧
ご予約の方は2,500円
対象＝ダンサー、ダンサーに限らず身体表
現に興味を持つ方。経験不問。
申込み＝ info@ensemblesonne.com 
※送信件名「岡登志子ダンスワークショップ in愛知」
（内容については、アンサンブル・ゾネHPをご覧ください）

料金｜全席自由

一般　3,000円
U25 2,000円
ペア 5,000円（2名1組、予約のみ）
※U25は公演日に25歳以下対象（要証明書）
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※車椅子でお越しの方は、事前にお申し出ください。
※止むを得ない事情により、出演者等が変更になる場合が
あります。

チケット取り扱い

•アンサンブル・ゾネ
TEL＝0797－38－7335 
http://ensemblesonne.com

•愛知県芸術劇場オンラインチケットサービス
http://www.aac.pref.aichi.jp/gekijyo/syusai/

•愛知芸術文化センター内プレイガイド　
TEL＝052－972－0430（10:00～19:00土日祝休は
18:00まで／月曜定休・祝休日の場合、翌平日）

問合せ｜アンサンブル・ゾネ　

TEL＝0797－38－7335  メール＝info@ensemblesonne.com

ウェブサイト＝http://ensemblesonne.com 　

アクセス｜愛知県芸術劇場 小ホール

名古屋市東区東桜1-13-2 愛知芸術文化センターB1F

岡 登志子｜Ensemble Sonne 主宰、振付家、ダンサー

神戸生まれ。ドイツNRW州立Folkwang芸術大学舞踊科
卒業。ドイツで習得したダンスメソッドを実践しながら、現
代を生きる人間に共通する身体を通し、人間の実存を問
う作品づくりを行っている。音楽家、美術家とのコラボレー
ションも多数。2010年より大野一雄
フェスティバルに毎年参加。2014年
に神戸長田文化賞受賞。2015年文
化庁新進芸術家海外派遣制度（短
期）にて欧州公演。近作に「迷い」、
「飛ぶ教室は 今」などがある。

大野慶人｜舞踏家

1938年、大野一雄の次男として東京に生まれる。1959
年、土方巽による舞踏の最初の作品「禁色」に出演。以
後60年代の多くの土方作品に参加。1969年自身のソ
ロ公演を機に舞台活動を退く。1985年大野一雄「死海」
でカムバック。現在大野一雄舞踏
研究所所長。世界各国で公演、ワー
クショップを行う。近作に「花と鳥」 
（2013）、 レクチャー・パフォーマ
ンス「それはこのようなことだった」
（2016）。

垣尾 優｜ダンサー

2004年より岡登志子主宰Ensemble Sonneの作品にゲ
スト出演。2006年から2009年までcontact Gonzoとして
活動。2014年松本雄吉、ジュン・グエ
ン＝ハツシバ、垣尾優共同制作「sea 
water」、2015年砂連尾理振付作品
「猿とモルターレ」、2017年Dance 
Archive Project 2017 岡登志子振付
作品「手術室より」等に出演。

振付＝岡登志子  ｜ 出演＝大野慶人、垣尾優、佐藤健太郎、伊藤愛、桑野聖子、糸瀬公二、
文山絵真、中村萌、稲手雅、岡登志子、他 ｜ 照明＝岩村原太 ｜ 舞台監督＝大田和司 ｜ 
音響＝西川文章 ｜ 美術＝廣中薫 ｜ 衣裳＝アンサンブル・ゾネ

主催＝アンサンブル・ゾネ/愛知県芸術劇場　協力＝ダンスアーカイヴ構想
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